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「凄腕しごとにん」に見る生物的世界観と研究連携 
 
研究・連携支援センター長  髙瀨 尚文 
 
 
内藤尚志氏のコラム「凄腕しごとにん」に登場したモノづくりを紹介したい。 
ゴムで鉛筆の字を消せることが発見されてから、今年で 250年。求められる消しゴム
には国柄が反映され、消しやすさが重視される日本では、ゴムの代わりに塩化ビニル樹
脂を使った製品が定着している。日頃使う消しゴムは、文句のつけようがないほどの完
成度に達していると感じさせるが、そんな「常識」にあらがうように、内藤氏が紹介す
る「凄腕しごとにん」は、「力を入れずに消せて、カスがでない消しゴム」という理想
に近づけようと、今日も新製品の開発に勤しむ。「凄腕しごとにん」が 1年間に試作す
る数は、実に 700 種にも及び、昨年、１つの新製品を世に出したという。少子化と IT
化による逆風が強まる中、「凄腕しごとにん」は「人がいる限り、ニーズはある」「人
の好みは移り、そこに開発の余地が生まれる」と語り、「ユーザーとして今の消しゴム
に感じている不満とは？」の問いかけには「秘密です。数年後の発売をめざす新製品の
中身にかかわるので」と答える（朝日新聞 2020-3-2、試作する消しゴム、夕刊、2面）。 
「理想」という一点の到達点を追いつつ、「ユーザーに求められる」多様なニーズに
応える「凄腕しごとにん」の「生物的世界観」との出会いは、連携のあり方を考えるヒ
ントをみつけた瞬間であった。 
 
2012 年に発足した研究・連携支援センターの主たる業務は、地域連携推進と研究推
進、産学連携推進であります。今年度の地域連携を振り返りますと、5年間に渡った COC
＋事業が最終年度を迎え、成果報告会を兼ねた COC+地域活性化セミナー「アグリサイ
エンスで切り開く京都の未来」を開催（2020 年 1 月 9 日）し、また報告書「地域と共
に歩んだ 5年の奇跡」を発行いたしました。この場を借りて、この 5年間に渡る COC＋
事業を御支援・御協力頂きました部局並びに教職員の方々に感謝の念を伝えさせて頂き
たく存じます。また、本学の知を発信する公開講座や市民講座の場を四条烏丸にある京
都経済センターに移し、発信力を強化いたしました。研究支援に目を向けますと、社会
学や民俗学等も対象とする心理学系倫理審査委員会が 10 月に始動し、5 件の審査申請
がございました。これにナガモリアクチュエータ研究所所属の教員の審査申請 1件を含
む医学系倫理審査数 25件を加えますと、この１年間の倫理審査総数は 30件に達し、本
年度も倫理審査のニーズが高い年でありました。またアクティブヘルス支援機構規程の
制定や、安全保障貿易管理規程の制定とその運用体制の整備、学外研究員規定の改正、
FD・SD 研修会「科学研究費助成事業の動向と適切な管理」の開催などを通じた研究支
援に務めた年でもありました。産学連携支援では、知的財産ポリシーと利益相反ポリシ
ーを示し、発明規程及び発明委員会規程とクロスアポイントメントの整備、産官学連携
共同研究・調査・試験及び受託研究・調査・試験に関する取扱要綱と秘密保持契約の再
整備を進めるなど、産学連携体制を強化した年でありました。 
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来年度は、工学部が加わり 5 学部 11 学科の総合大学になると共に、所員や客員研究
員が増えるナガモリアクチュエータ研究所及び総合研究所の本格的な始動に伴い、業務
の増大と多様化への対応が求められる年となります。その中には、従来の地域社会や中
学校・高等学校との連携事業を通じた地域貢献の深化や研究者データベースの再整備に
加え、「社会が抱える問題の解決につながる、学部にとらわれない研究」「学部を跨が
る共同研究」「国外の大学との共同研究」「国際会議の本学開催」の支援や、「産・官・
学が密接に連携して問題解決を図る協働・連携体制の構築」の支援などがございます。
こうした学内外のニーズを念頭に、研究・連携支援センター職員一同、支援に尽力して
参ります。同時に教職員のみなさまには、ご理解と更なるご協力をお願いすることにな
るかと存じます。今後とも宜しくお願い申し上げます。 
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